
[大会名]平成 30 年度茨城県高等学校男女バレーボール新人大会

試合会場レポート
[試合番号]C4 [開催日]2019/2/3

[会場]日立市池の川さくらアリーナ

[観客数]1500 [開始時間]14:04 [終了時間]14:55 [試合時間]0:51

[主審]井坂 友典 [副審]小松﨑 泰洋 [記録員]古谷 潤
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戦 評

３連覇を狙う大成女子高等学校と、王者奪還を目指す土浦日大高等学校の決勝戦。

第１セット、これまで失セット無しで好調の土浦日大が序盤からペースを握る。キャプテン村野の強打と軟

打を使い分ける巧みなスパイク、杉山、山﨑のセンターからの得点を中心に試合の流れをつかんでいく。対す

る大成女は、６－10 となったところでタイムアウトを要求すると、末岡の鋭いセンターからの強打や日毛の

高さのあるレフトスパイクで対抗し 14－14 と同点に追いつく。終盤、リベロ中根の安定したレシーブ、セッ

ター有金の的を絞らせないトス回しから、センター攻撃を効果的に決めていった土浦日大が押し切りセットを

取得する。

第２セットは序盤、末岡の連続サービスエースなどで、大成女が６－４とリードする。しかし、土浦日大は

高橋の思い切りのよいスパイクが大成女のコートに突き刺さり、10－12 と逆転に成功する。中盤、後のない

大成女は日毛のスパイクなどで再度逆転、19－15 と突き放し終盤へ入る。土浦日大は安定したサーブレシー

ブや中根、村野の好レシーブで流れを引き寄せ、21－21 と同点に追いつく。さらに、攻撃の手を緩めず 24－

25 とこのセット二回目の逆転に成功し、最後は中根のレシーブしたボールが大成女コートに直接突き刺さり、

劇的な第２セットの幕引きとなった。

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 西田 誠


